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目的：　 綿100 ％とこれにセルラーゼ酵素処理をした肌着を繰り返し家庭洗濯し、肌着の

寸法変化及び布の物理特性、表面特性値より、酵素処理の有無並びに洗濯回数が布の肌 触

りに及ぼす影響について検討する。

方法：　減量率9.1 ％の酵素処理、未処理布からなる綿肌着とこれらを繰り返し1 、3、5、

10、20 、50 回まで家庭洗濯したものを試料とする。布の厚さ、目付け並びに基本力学特性

である伸長、せん断、曲げ、圧縮、表面特性をKES システムを用いて、ニット高感度条件

で測定する。また、サーモラボII 型を用いて定常状態における熱損失量、温冷感に関する

測定値として熱流束最大値を求める。この他吸水性をパイレックス法で、透湿性を蒸発カ

ップ法で、通気性をKES-FBAP-1 通気性試験機で測定する。そして実際の着用感を着用試

験により確かめる。

結果：綿100% の編み布は、酵素処理により曲げ剛性、せん断剛性、平均摩擦係数、表面

粗さ等の値が減少し、厚さも薄くなり、手触りはやわらかくなった。洗濯を繰り返すと、

未処理布、酵素処理した布ともに、手触りは曲げ硬く表面にざらつきを感じるようになり、

布の曲げ特性、表面特性の値の変化が顕著であった。したがって洗濯による肌触りの変化

は「やわらかさ」と「なめらかさ」の変化に着目して考えることが有効であると思われる。
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目的 直接皮膚に触れて使用する毛布において、特に低湿度の冬期には、帯電t生か大きい場合、

静電気の発生によっで決適比を妨げる可側 生かある。布の帯電幽 こついては、その測定に関する研

究び多数みられるが、毛布のような毛足の長い厚手の繊維集合体については、ほとんどみられない。

本研究は、毛布の帯電性の測定方法を明確にするとともに、快適性能にかかわる毛布の帯電性を明

らかにすることを目的とした。

方法 繊維の検 眼、布の構造の異なる各種の家庭用および業務用の市販毛布を偏りなく7渕 収 集

した中から、綿・麻 哺卜 毛・アクリル等の繊維を異にする毛布を含む代表的な14種を選び、JIS

ぼ)e 法( 摩擦帯電電荷量測定法) に準じて帯電性抑険を行った。たて7Qiin､よこ3Qiinの試験片を３

枚採取し、ナイロンまたはアクリルの布をアルミニウム板に巻き付け、接地した敷板の上に試験片

を置く。長片方向の一端をテフロンの棒で押さえ、敷板と同じ布を巻き付けた硬質塩化ビニル製の

摩擦棒を回転させずに手前に引いて、25Qnn/secの摩擦速度で５回繰り返し摩擦する。摩擦終了後、た

だちに２本のテフロン棒で試験片をつまみ上げ、帯電電荷量測定装置のファラデーゲージ中に投入

し、指示電圧を測定して得られる帯電電荷量を求めた。測定は2)℃、4(%H の温湿度条件下でぞfった。

結果　アクリルおよび毛の毛布は電荷量が大きく、その中で毛足の短いものよりも毛足の長いも

のの方が電荷量が７倍程度大きいことがわかった。これに対して綿・麻毛布の電荷量は毛足の短い

アクリル毛布の1/10程度に過ぎない。すなわち、先行研究で暖かく肌触りの良いと評価された毛足

の長いアクリル毛布は静電気が発生しやすく、ほこり等を吸いやすいことが考えられる。また、こ

の測定方法によって繊維の種類、厚さ(毛足の長さ)の違いによる毛布の帯電電荷量の相違を明らか

にすること力'できた。
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